
二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
中
国
広
東
省
広
州

市
中
山
大
学
に
お
い
て
「
十
到
十
三
世
紀
中
国
政
治
与
社
会
学
術
研
討
会
�
嶺
南

宋
史
研
究
会
第
二
屆
年
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

嶺
南
宋
史
研
究
会
は
、
張
其
凡
氏
（
�
南
大
学
）、
戴
仁
柱
氏
（
香
港
嶺
南
大

学
）、
何
冠
環
氏
（
香
港
理
工
大
学
）、
曹
家
斉
氏
（
中
山
大
学
）
ら
が
発
起
人
と

な
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
広
州
市
の
中
国
聯
通
大

厦
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
十
到
十
三
世
紀
中
国
辺
境
和
対
外
関
係
問
題
学
術
研

討
会
�
嶺
南
宋
史
研
究
会
成
立
大
会
」
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一

回
大
会
に
お
い
て
は
、
韓
国
の
中
国
史
研
究
者
を
招
聘
し
て
、
国
際
学
会
を
開
催

し
た
。

二
度
目
と
な
る
今
大
会
は
、
海
外
よ
り
日
本
人
の
中
国
史
研
究
者
を
招
聘
し
て

挙
行
さ
れ
た
。
参
加
し
た
日
本
人
研
究
者
は
六
名
。
近
年
の
中
国
の
国
際
学
会
で

少
し
ず
つ
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
中
国
ま
で
の
旅
費
は
自
費
で
あ

る
も
の
の
、
参
加
費
・
宿
泊
費
・
食
費
は
無
料
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
十
一
月
二
十

五
日
に
、
中
山
大
学
紫
荊
園
に
お
い
て
参
加
登
録
を
行
っ
た
。

翌
二
十
六
日
、
七
時
三
〇
分
よ
り
紫
荊
園
一
階
に
あ
る
宴
会
場
に
て
朝
食
を
と

り
、
八
時
四
〇
分
よ
り
永
芳
堂
二
階
講
学
庁
で
開
幕
式
が
挙
行
さ
れ
、
中
山
大
学

歴
史
学
系
主
任
の
呉
義
雄
氏
、
嶺
南
宋
史
研
究
会
会
長
戴
仁
柱
氏
、
中
国
宋
史
研

究
会
会
長
鄧
小
南
氏
ら
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
九
時
一
〇
分
よ
り
永
芳
堂
の

前
で
参
加
者
全
員
の
記
念
撮
影
を
行
い
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
へ
た
の
ち
、
九
時
四

十
五
分
よ
り
大
会
が
開
始
さ
れ
た
。

本
大
会
の
研
究
報
告
者
並
び
に
報
告
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
繁
体
字

（
�
）

は
当
用
漢
字
に
改
め
、
報
告
者
の
敬
称
は
省
略
し
て
い
る
。

十
一
月
二
十
六
日

九
時
四
十
五
分
│
十
二
時

主
題
発
言
（
永
芳
堂
二
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

熊
燕

軍
、
評
議
人：

包
偉
民
）

許
振
興：

岳
飛
冤
死
的
真
相

平
田
茂
樹：

宋
代
日
記
所
見
御
前
会
議
与
宰
執
会
議

李
裕
民：
�
祖
宗
之
法
�
是
実
施
慶
曆
新
政
的
武
器
│
│
富
弼
《
三
朝
政
要
》

研
究

李
華
瑞：
宋
朝
積
弱
再
認
識

〈
学
会
参
加
報
告
〉

「
十
到
十
三
世
紀
中
国
政
治
与
社
会
学
術
研
討
会

�
嶺
南
宋
史
研
究
会
第
二
屆
年
会
」
参
加
記

塩

卓

悟
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十
四
時
│
十
八
時
十
五
分

分
組
討
論

十
四
時
│
十
六
時

分
組
討
論
上
半
場

第
一
組
（
永
芳
堂
二
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

楊

芹
；
評
議
人：

虞
雲
国
・
平

田
茂
樹
）

久
保
田
和
男：
宋
都
的
宮
城
前
空
間
│
関
於
開
封
宣
德
門
与
御
街
、
御
廊
的

比
較
都
城
史
考
察

王
化
雨：

宋
代
視
朝
活
動
探
研：

以
時
間
和
班
次
為
中
心

胡
勁
茵：

楽
制
改
革
与
景
祐
政
治

小
林
隆
道：

宋
代
文
書
行
政
中
的
�
備
�│
以
�
備
准
�、�
備
牒
�、�
備
申
�

為
中
心

劉
広
豊：

宋
代
特
殊
政
治
勢
力
与
女
主
権
利
的
互
動
│
│
以
劉
太
后
統
治
時

期
為
中
心

宮
崎
聖
明：

南
宋
初
期
的
行
政
功
能
恢
復
過
程

第
二
組
（
永
芳
堂
三
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

趙
燦
鵬
；
評
議
人：

戴
建
国
、
黃

純
艷
）

包
偉
民：

宋
代
�
制
再
議

劉
光
臨：

広
東
州
府
宋
元
明
之
際
両
稅
徵
收
的
比
較
研
究
│
以
連
州
、
広

州
、
潮
州
、
恵
州
為
例

魏
天
安：

北
宋
後
期
的
蔡
京
茶
法

吳
宏
岐：

《
馬
氏
二
十
四
娘
買
地
券
》
与
南
漢
与
王
府
附
郭
県
問
題

朱
文
慧：

南
宋
社
会
的
民
間
調
解
与
基
層
社
会
治
理

梁
思
楽：

宋
代
皇
室
祖
籍
及
祖
墳
争
論
溯
源

十
六
時
十
五
分
│
十
八
時
十
五
分

分
組
討
論
下
半
場

第
一
組
（
永
芳
堂
二
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

李
華
瑞
；
評
議
人：

鄧
小
南
、
湯

勤
福
）

范
立
舟：

弥
勒
信
仰
与
宋
元
白
蓮
教

王
承
文：

唐
宋
時
期
嶺
南
南
部
沿
海
的
雷
神
崇
拜
及
其
影
響
│
以
唐
人
房
千

里
所
撰
《
投
荒
雑
録
》
為
中
心
的
考
察

易
素
梅：

宋
代
紹
興
曹
娥
信
仰

王
章
偉：

《
清
明
集
》
中
的
巫
覡
信
仰
問
題

塩
卓
悟：

唐
宋
時
期
的
女
性
与
肉
食
現
象
│
以
《
太
平
広
記
》、《
夷
堅
志
》

為
線
索

蔡
崇
禧：

北
宋
中
葉
興
起
的
臘
梅
賞
詠
風
尚

第
二
組
（
永
芳
堂
三
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

劉
光
臨
；
評
議
人：

王
化
雨
、
吳

雅
�
、
吳
錚
強
）

李
偉
国：

宋
代
官
員
落
致
仕
例
析

曹
家
斉：

由
唐
到
宋
的
身
言
書
判
試

宋
哲
文：

北
宋
元
祐
間
経
義
、
詩
賦
進
士
二
科
分
合
問
題
考
論

朱
銘
堅：

浅
談
�
蘇
嘉
案
�
与
熙
寧
太
学
学
制
改
革

石
声
偉：

北
宋
真
宗
朝
資
善
堂
考
述

吳
業
国：

宋
代
官
員
考
覈
的
歴
史
考
察

十
一
月
二
十
七
日

八
時
│
九
時
四
十
五
分

分
科
会
上
半
場

第
一
組
（
永
芳
堂
二
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

魏
天
安
；
評
議
人：

戴
仁
柱
、
李

偉
国
）

― ２６ ―



郭
声
波：

《
宋
会
要
輯
稿
・
交
阯
》
補
正
│
│
兼
析
其
闕
誤
原
因

趙
燦
鵬：

全
祖
望
与
《
宋
会
要
》

戴
建
国：

《
慶
元
条
法
事
類
》
法
条
源
流
考

楊
芹：
宋
代
制
誥
收
入
別
集
情
況
初
探

黄
慧
嫻：
呂
中
《
皇
朝
大
事
記
》
対
王
安
石
変
法
的
評
価

熊
燕
軍：

南
宋
佚
名
《
昭
忠
録
》
作
者
考
│
兼
論
《
昭
忠
録
》
与
《
昭
忠
逸

詠
》
的
関
係

第
二
組
（
永
芳
堂
三
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

王
承
文
；
評
議
人：

鄒
重
華
、
吳

錚
強
）

湯
勤
福：

道
統
之
争
与
政
統
之
争：
両
宋
時
期
的
一
椿
公
案

黃
純
艷：

宋
朝
対
西
南
少
数
民
族
的
政
策

毛
利
英
介：

論
遼
宋
時
期
的
�
入
国
�

文
暁
揚：

沈
括
使
遼
与
当
時
的
政
治
鬥
爭

趙
炳
林：

論
五
代
宋
初
的
瑤
族
将
領
秦
再
雄

熊
鳴
琴：

歴
史
上
的
�
中
国
�
概
念
之
演
進
│
│
立
足
于
近
三
十
年
的
研
究

綜
述

十
時
│
十
一
時
四
十
五
分

分
組
討
論
下
半
場

第
一
組
（
永
芳
堂
二
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

白
暁
霞
；
評
議
人：

郭
声
波
、
曽

震
宇
）

何
冠
環：

北
宋
外
戚
将
門
開
封
浚
儀
石
氏
第
三
代
伝
人
石
元
孫
事
蹟
考
述

李
貴
録：

北
宋
文
臣
的
道
義
之
交
│
以
余
靖
、
欧
陽
修
的
交
遊
為
例

吳
雅
�：

三
蘇
南
行
集
所
見
士
大
夫
行
旅
活
動

鄒
陳
惠
儀：

曽
鞏
的
政
治
経
世
思
想
│
従
�
法
先
王
�
説
起

盧
萍：

宋
代
広
州
知
州
対
州
学
的
貢
献
和
影
響

張
小
平：

宋
代
羅
浮
山
遊
楽
活
動
与
官
方
公
共
服
務

第
二
組
（
永
芳
堂
三
楼
講
学
庁
；
主
持
人：

王
化
雨
；
評
議
人：

久
保
田
和

男
、
卜
永
堅
）

虞
雲
国：

南
宋
初
期
降
偽
遊
寇
略
論

曽
震
宇：

金
初
�
以
水
德
王
�
探
析：

立
足
於
金
海
陵
王
一
朝
的
考
察

郭
紅
超：

靖
康
之
難
中
四
道
都
総
管
設
置
探
析

黄
明
康：

開
禧
北
伐：

宋
金
関
係
与
両
国
互
信
的
摧
毀
│
兼
論
輿
論
対
北
伐

始
末
的
影
響

吳
錚
強：

従
理
学
家
的
党
争
史
到
理
学
的
政
治
文
化
史
│
評
余
英
時
《
朱
熹

的
歴
史
世
界
│
│
宋
代
士
大
夫
政
治
文
化
研
究
》

鄒
重
華：

関
於
美
国
学
者
郝
若
貝
（H

artw
ell

）
給
宋
代
専
業
精
英
所
下
五

点
定
義
的
商
榷

以
上
の
報
告
後
、
二
十
七
日
午
前
十
一
時
よ
り
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
本
大
会
は

終
了
し
た
。
筆
者
は
、
二
十
六
日
午
前
は
「
主
題
発
言
」
に
、
午
後
は
前
半
後
半

と
も
に
第
一
組
に
、
二
十
七
日
の
午
前
は
第
二
組
に
参
加
し
た
。

当
会
議
の
個
別
報
告
に
関
し
て
逐
一
評
論
す
る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
難
し
い

た
め
、
本
稿
で
は
、
全
体
的
に
感
じ
た
印
象
と
筆
者
が
特
に
関
心
を
持
っ
た
報
告

に
関
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
二
十
六
日
午
前
に
開
催
さ
れ
た
「
主
題
発
言
」
で

は
、
各
報
告
時
間
が
二
十
分
、
評
議
が
三
十
分
、
質
疑
応
答
が
二
十
五
分
で
あ

り
、
一
方
、「
分
組
討
論
」
に
お
い
て
は
、
各
報
告
時
間
十
分
、
評
議
十
五
分
、

余
っ
た
時
間
で
質
疑
応
答
と
い
う
時
間
構
成
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
会
に
お
い
て

も
、
報
告
、
評
議
、
質
疑
応
答
は
白
熱
し
た
が
、
お
お
む
ね
予
定
時
間
を
超
過
し

― ２７ ―



な
い
よ
う
に
各
司
会
者
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
、
今
回
の
会
議
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
中
国
の
国
際
会
議
で
の
十

分
間
と
い
う
短
い
報
告
時
間
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、
拙
い
語
学
力
し
か
有
し
て
い
な

い
筆
者
の
よ
う
な
日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
短
い
報
告
時
間
内
に
お
い
て
も

中
国
語
で
報
告
す
る
訓
練
が
今
後
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
痛
感
し
た
。
昨
今
、
中

国
語
を
十
二
分
に
駆
使
で
き
る
（
特
に
若
手
）
日
本
人
研
究
者
も
、
一
昔
前
と
比

べ
る
と
、
格
段
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
で
学
ん
だ
経
験
を
持
つ

中
国
人
の
若
手
研
究
者
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
中
国
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て

（
�
）

も
今
後
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
進
め
ら
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
、

も
は
や
、
日
本
の
中
国
史
研
究
に
お
い
て
も
、
高
度
な
中
国
語
運
用
能
力
が
必
要

不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
た
感
が
あ
る
。

次
に
感
じ
た
の
は
、
当
学
会
に
お
け
る
報
告
分
野
の
幅
広
さ
と
活
気
で
あ
る
。

当
会
は
、
五
十
二
名
に
も
及
ぶ
研
究
者
が
報
告
を
行
っ
た
。
二
十
六
日
午
前
の

「
主
題
発
言
」
で
は
、
許
振
興
氏
、
平
田
茂
樹
氏
、
李
裕
民
氏
、
李
華
瑞
氏
ら
四

氏
に
よ
る
政
治
史
で
の
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
「
分
組
討
論
」
に
お
い

て
は
、
各
六
名
ず
つ
の
構
成
で
、
二
十
六
日
午
後
前
半
部
の
第
一
組
が
政
治
史
、

第
二
組
が
政
治
制
度
・
経
済
・
社
会
史
、
同
後
半
部
の
第
一
組
が
文
化
史
、
第
二

組
が
政
治
史
、
二
十
七
日
午
前
前
半
の
第
一
組
が
文
化
史
、
第
二
組
が
政
治
・
外

交
史
分
野
の
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
た
。
経
済
史
分
野
が
や
や
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
政
治
・
社
会
・
文
化
史
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
、
現
在
お
よ
び

今
後
の
中
国
の
学
会
を
担
う
研
究
者
が
報
告
を
行
っ
た
が
、
全
体
的
に
中
堅
・
若

手
研
究
者
が
多
く
、
非
常
に
活
気
が
あ
り
、
今
後
の
当
会
の
大
き
な
発
展
の
可
能

性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

筆
者
が
参
加
し
た
会
の
う
ち
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
い
く
つ
か
の
報
告
に
つ
い

て
簡
略
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。「
主
題
発
言
」
の
許
振
興
氏
の
「
岳
飛
冤
死
的

真
相
」
は
、
南
宋
官
修
史
書
な
ど
の
史
料
を
も
と
に
、
丹
念
に
岳
飛
が
入
獄
か
ら

死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
非
常
に
興
味
深
い
報
告
で
あ

っ
た
。
日
本
で
は
岳
飛
よ
り
も
む
し
ろ
秦
檜
の
歴
史
的
意
義
に
着
目
し
た
研
究
が

（
�
）

中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
国
に
お
け
る
岳
飛
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
が
窺
え

た
報
告
で
あ
っ
た
。

二
十
六
日
午
後
前
半
部
の
第
一
組
の
劉
広
豊
「
宋
代
特
殊
政
治
勢
力
与
女
主
権

利
的
互
動
│
│
以
劉
太
后
統
治
時
期
為
中
心
」
は
、
真
宗
の
皇
后
で
あ
っ
た
劉
太

后
の
垂
簾
聴
政
に
着
目
し
、
彼
女
が
、
外
戚
・
宦
官
・
上
層
階
級
の
女
性
た
ち
に

対
し
て
抑
制
を
加
え
る
一
方
で
、
い
か
に
巧
み
に
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
政
治
を
行

っ
た
の
か
を
指
摘
し
た
。
皇
帝
独
裁
体
制
の
中
で
非
常
に
限
界
性
を
帯
び
、
否
定

（
�
）

的
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
劉
太
后
の
世
に
関
し
て
、
詳
細
な
検
討
に
基
づ

い
て
、
積
極
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
点
が
斬
新
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
十
六
日
午
後
後
半
部
の
第
一
組
の
易
素
梅
「
宋
代
紹
興
曹
娥
信
仰
」
は
、
宋

代
の
紹
興
に
お
け
る
曹
娥
信
仰
を
、
そ
の
成
り
立
ち
や
宋
代
に
お
け
る
孝
道
の
顕

彰
と
関
連
づ
け
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
筆
者
も
、
以
前
、
割
股
と
孝
道
の
関
連
を

（
�
）

考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
同
報
告
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
た
。

二
十
七
日
午
前
前
半
部
の
第
二
組
の
熊
鳴
琴
「
歴
史
上
的
�
中
国
�
概
念
之
演

進
│
│
立
足
于
近
三
十
年
的
研
究
綜
述
」
は
、「
中
国
」
概
念
が
い
か
に
形
成
・

発
展
し
て
き
た
の
か
を
日
本
の
中
国
古
代
史
研
究
の
成
果
も
ひ
き
つ
つ
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
今
後
、
日
中
両
国
の
文
化
人
類
学
・
民
俗
学
の
成
果
を

ふ
ま
え
て
、
研
究
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
多
く
の
興

味
深
い
報
告
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
個
別
報
告
の
紹
介
は
以
上
に
と
ど
め

て
お
き
た
い
。
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さ
て
、
閉
会
式
終
了
後
、
当
大
会
に
参
加
し
た
日
本
人
研
究
者
五
名
と
、
中
山

大
学
博
雅
学
院
講
師
の
胡
勁
茵
氏
、
中
山
大
学
碩
士
の
王
燕
萍
氏
の
七
名
で
、
南

海
Ⅰ
号
が
発
見
さ
れ
た
広
東
省
陽
江
市
へ
と
向
か
い
、
広
東
海
上
絲
綢
之
路
博
物

（
�
）

館
を
見
学
し
た
。
同
館
は
、
南
海
Ⅰ
号
よ
り
発
見
さ
れ
た
陶
磁
器
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
新
た
な
可
能
性
を
非
常
に
感
じ
さ
せ
る

博
物
館
で
あ
っ
た
。

日
本
の
中
国
史
研
究
を
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
以
前
に
も
筆
者

（
�
）

は
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
十
年
間
、
特
に
日
本
人
若
手
研
究
者
に
よ
る
海

外
交
流
・
海
外
へ
の
発
信
力
が
非
常
に
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
は
筆
者
も
痛
感
し
て

い
る
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
優
秀
な
能
力
を
持
ち
な
が
ら
も
、
経
済
的
事
情
に
よ

り
、
か
か
る
契
機
に
参
加
で
き
な
い
非
常
勤
職
の
研
究
者
や
若
手
研
究
者
た
ち
が

多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
学
会
参
加
の
経
験
は

研
究
者
に
と
っ
て
必
ず
や
大
き
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
々

に
（
も
ち
ろ
ん
筆
者
自
身
も
含
め
て
）
も
、
可
能
な
限
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
是

非
、
国
際
学
会
と
い
う
場
に
積
極
的
に
挑
戦
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に
普
及
す
る
な
か
で
、
国
際
学
会
に
関
す
る

情
報
も
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
可
能
と
は
い
え
、
国
内
外
を
問
わ

ず
、
陸
続
と
国
際
学
会
が
開
催
さ
れ
る
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
る
に
、
や
は
り
、
自

身
が
参
加
し
た
国
際
学
会
の
紹
介
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
学
会
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
日
本
人
研
究
者
た
ち
の
関
心
を
喚
起
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ

り
、
ま
た
そ
れ
が
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
会
の
主
催
者
に
対
す
る
謝
意
を

（
�
）

示
す
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

「
十
到
十
三
世
紀
中
国
政
治
与
社
会
学
術
研
討
会
�
嶺
南
宋
史
研
究
会
第
三
屆

年
会
」
は
二
〇
一
二
年
十
二
月
八
日
か
ら
十
二
月
九
日
に
か
け
て
、
香
港
嶺
南
大

学
に
お
い
て
、「
宋
代
文
化
、
社
会
と
教
育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
次
回
大
会
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
が
招
聘
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
日
本
か
ら
も
よ
り
多
く
の
研
究
者
が
当
会
議
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
望

み
た
い
。

末
筆
で
は
あ
る
が
、
こ
の
国
際
会
議
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
Ｂ
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
。
ま
た
、
当
学
会
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
た

曹
家
斉
氏
（
中
山
大
学
）
は
じ
め
中
山
大
学
の
皆
様
よ
り
一
方
な
ら
ぬ
ご
厚
意
を

受
け
た
こ
と
、『
南
方
日
報
』
な
ら
び
に
広
東
海
上
絲
綢
之
路
博
物
館
に
は
南
海

Ⅰ
号
見
学
に
ご
配
慮
を
賜
っ
た
こ
と
、
あ
わ
せ
て
謹
ん
で
謝
意
を
表
し
た
い
。

註（
１
）
本
大
会
の
報
告
者
な
ら
び
に
報
告
内
容
に
関
し
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史

研
究
所
遼
宋
金
元
史
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
四
史
同
堂
」（http

://w
w

w
.lsjy-

shi.cn/SD
T

/2011/1210/1112101052147D
K

73J89401C
B

JH
4951K

.htm
l

）
や

「
史
林
雑
識
」（http

://w
w

w
.w

angf.net/vbb
2/show

thread.php?s＝
a

6339421

db86dd5eeed17edb15627816&
threadid＝

26395

）、「
楽
学
酷
」（http

:
//

w
w

w
.xueleku.com

/forum
.php?m

od＝
view

thread&
tid＝

377450

）
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
た
と
え
ば
、
佐
川
英
治
氏
は
、「（
国
外
学
会
参
加
報
告
）
中
古
時
代
的
礼
儀
、

宗
教
与
制
度
学
術
研
討
会
」（『
唐
代
史
研
究
』
一
四
、
二
〇
一
一
年
）
の
中
で
、

現
在
の
中
国
の
若
手
研
究
者
が
日
本
の
研
究
に
関
心
を
持
ち
、
こ
れ
を
受
け
入

れ
る
柔
軟
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
状
況
が
、
今
後
、
世
代
交
代
の
波
の

中
で
中
国
史
像
の
再
構
築
を
行
う
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
氏
の
指
摘
の
如
く
、
今
後
、
中
国
史
研
究
に
お
け
る
日
中
両
国
相
互
の
協

力
・
補
完
関
係
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

（
３
）
日
本
に
お
け
る
秦
檜
研
究
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
寺
地
遵
『
南
宋
初
期
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政
治
史
研
究
』（
渓
水
社
、
一
九
八
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、
岳
飛
に
関

す
る
研
究
は
非
常
に
乏
し
く
、
近
年
で
は
、
榎
並
岳
史
「
岳
飛
に
よ
る
長
江
中

流
域
支
配
に
関
す
る
一
考
察
」（『
新
潟
史
学
』
五
二
、
二
〇
〇
四
年
）
の
研
究

の
ほ
か
、
あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
。
日
本
人
研
究
者
の
視
点
か
ら
み
た
岳
飛
研

究
の
今
後
の
深
化
も
期
待
し
た
い
。

（
４
）
劉
静
貞
「
従
皇
帝
干
政
到
太
后
摂
政
│
│
北
宋
真
仁
之
際
女
主
政
治
権
力
試
探
」

（『
国
際
宋
史
研
討
会
論
文
集
』
一
九
八
八
年
、
の
ち
、
鮑
家
麟
編
『
中
国
婦
女

史
論
集
続
集
』、
稲
郷
出
版
社
、
一
九
九
一
年
所
収
）
で
は
、
君
主
独
裁
制
の

下
、
劉
太
后
期
の
女
主
政
治
の
限
界
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉
�

「
宋
代
の
后
妃
│
│
太
祖
・
太
宗
・
真
宗
・
仁
宗
四
朝
│
│
」（『
青
山
博
士
古
稀

記
念
宋
代
史
論
叢
』、
省
心
書
房
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
劉
皇
后
を
外
戚
へ
の

加
恩
も
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
旧
来
の
伝
統
を
無
視
し
て
、
皇
族
の
女
性
た
ち
に

も
思
う
ま
ま
に
恩
威
を
加
え
た
、
と
否
定
的
な
見
解
を
し
て
い
る
。
な
お
、
宋

代
の
垂
簾
聴
政
の
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
平
田
茂
樹
氏
「
宋
代
の
垂
簾
聴
政

に
つ
い
て
」（『
柳
田
節
子
先
生
古
稀
記
念

中
国
の
伝
統
社
会
と
家
族
』、
汲
古

書
院
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
塩
卓
悟
「
唐
宋
人
肉
食
考
」（『
洛
北
史
学
』
十
二
、
二
〇
一
〇
年
）。
な
お
、
中

国
の
孝
道
に
関
し
て
は
、
桑
原
隲
蔵
「
支
那
の
孝
道
│
│
珠
に
法
律
上
よ
り
見

た
る
支
那
の
孝
道
│
│
」（
西
田
直
二
郎
編
『
狩
野
教
授
還
暦
記
念
支
那
学
論

叢
』、
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、
の
ち
『
桑
原
隲
蔵
全
集
』
三
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
六
八
年
所
収
）
を
そ
の
代
表
的
研
究
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
６
）
南
海
Ⅰ
号
墓
は
、
一
九
八
七
年
、
広
東
省
陽
江
市
付
近
の
海
域
か
ら
、
陶
磁
器

を
満
載
し
た
宋
代
の
沈
没
船
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
い
く
た
び
か
の
調
査
を

へ
て
、
二
〇
〇
七
年
、
南
海
Ⅰ
号
と
命
名
さ
れ
た
宋
船
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ

の
ま
ま
広
東
海
上
絲
綢
之
路
博
物
館
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
発

掘
報
告
に
つ
い
て
は
、
広
東
省
文
物
考
古
研
究
所
『
二
〇
一
一
年
「
南
海
Ⅰ
号
」

的
考
古
試
掘
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
当

館
に
お
け
る
取
材
状
況
は
、（http

://w
w

w
.yjrb.com

.cn/w
eb/new

s/bdxw
/w

e-

binfo/2011/11/29/1322211155998313.htm

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
塩
卓
悟
「（
学
会
参
加
報
告
）
中
国
宋
史
研
究
会
第
十
届
年
会
曁
唐
末
五
代
宋
初

西
北
史
研
討
会
参
加
記
」（『
史
泉
』
九
七
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
８
）
す
で
に
舩
田
善
之
氏
も
「
海
外
の
国
際
会
議
の
概
要
を
迅
速
に
国
内
で
報
告
す

る
の
は
参
加
者
の
義
務
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
（「『
中
国
蒙
元
史
学

術
研
討
会
曁
方
齢
貴
教
授
９０
華
誕
慶
祝
会
』
参
加
報
告
」『
１３
、
１４
世
紀
東
ア
ジ

ア
史
料
通
信
』
第
十
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
注
１
）、
筆
者
も
氏
の
意
見
に
同
感

で
あ
る
。

（
関
西
大
学
文
学
部
・
非
常
勤
講
師
）
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